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なぜ〈釣り〉や〈家庭菜園〉は楽しいのか？ 
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 〈釣り〉や〈家庭菜園〉は、日本では一般にみられる趣味となっている。この趣味は、
しかし、〈釣り〉や〈家庭菜園〉をやっている人たちにとっては、きわめて魅力のある
もので、周囲からみると理解できないほど熱中してしまうものである。その理由のひと
つは、〈釣り〉や〈家庭菜園〉が、ほかのクールな趣味とは違って、魚や野菜といった
具体的な成果があげられ、やっている人の技能がはっきりと示されることであろう。上
手な人は、釣果やとれた野菜を近所や知人に分け与えることで、自分の技能を示すこと
ができる。ときには自慢もできる。しかし、それだけではなく、〈釣り〉や〈家庭菜園〉
は、自然への働きかけ、生産のための労働に類することをおこない、自然との交流を楽
しむ趣味であることも重要な点であろう。自然との交流というならば、〈釣り〉や〈家
庭菜園〉は、その成果を食べてしまうわけであるから、究極の自然との交流をおこなう
ものといえる。 
 〈釣り〉や〈家庭菜園〉は、専門的な漁業や農業とは異なり、大規模な投資をおこな
い高額な機械や装置を使うわけではなく、かえってそのため自然との交流は密接で、直
接的になる。また、これが、〈釣り〉や〈家庭菜園〉の成果の個人差を大きくする。同
じようにやっても、釣果が違い、野菜の収穫量が異なるのは、〈釣り〉や〈家庭菜園〉
に用いられる道具の技術水準はそれほど高くなく、それを用いる人の努力や技能が大き
くものをいうからである。ごく限定された局面で自然と向きあうにすぎないと考えられ
る〈釣り〉でも〈家庭菜園〉でも、きわめて多くのことがらが、問題になる。季節、川
の水量、天候、時刻、針や糸やエサなどなどから、具体的な釣りのポイントの微地形に
到るまで、あらゆることが釣果を左右する。それほどに、自然は懐が深いというわけで
ある。したがって、自然とかかわる趣味をもつ人たちは、そうでない人たちよりも、よ
り微細に自然の変化や気配に気づきやすくなる。それは、いわば、自然が身体に刻印さ
れるというように表現してよいことであろう。 
 この〈釣り〉や〈家庭菜園〉をめぐる問題は、漁業や農業の問題の比喩であるのにと
どまるわけではない。とくに過去においては、漁業や農業を主要な生計の手段としてい
た人たちの間にも、こうした〈釣り〉や〈家庭菜園〉に類するごく小規模な生産活動が
おこなわれてきた。今日でも東北の山地の山菜とり、南島のサンゴ礁地形での海藻、小
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魚、タコや貝の採捕は、こうした活動の典型である。これらの活動は、主要な生計維持
活動を補佐し、もし主要生業が不調なときには生存の危機をのり越えるために重要な意
味をもった。いわゆる救荒食をえるための手段となったのである。ただ、多くの場合、
このような〈釣り〉や〈家庭菜園〉に類する活動は、大して経済的な意味はなく、その
ために費やされる労力に対してその結果はあまりにささやかなものであった。しかし、
そうした活動が細やかで密接な自然とのかかわりのゆえに、それをおこなう人たちの身
体には、自然との交流が深く刻印され、たいして経済的効果がない活動が熱中といって
よいほどの態度で持続伝承されてきたのである。私はこのような生業というにはあまり
にささやかな、しかし、経済的意味がまったくないというわけではない、自然との密接
なかかわりのうえに成立する生産活動をマイナ ・ーサブシステンスとしてまとめて論じ
たことがある（松井 健『文化学の脱=構築――琉球弧からの視座――』1998 年、榕樹書
林、とくに「第三章 マイナー・サブシステンス――民俗世界における労働・自然・身
体――」）。 
 〈釣り〉や〈家庭菜園〉に話題をもどすならば、こうした趣味は、都市的な生活のな
かでのナイナー・サブシステンスに相当するということが理解できるだろう。同時に、
ここから人と自然についての重要な問題を発見できるはずである。それは、自然がけっ
して人間と没交渉に外在しているわけではないという、ごく当然の、しかし忘れられや
すい自然の側面にかかわる。人間にとって自然は、身体を通して知覚されるものである。
遠くに見える山でも、さわやかな風でも、まさにそうである。〈釣り〉や〈家庭菜園〉
のように、一定時間の働きかけのあと、その成果を手にして、調理して食べる場合には、
その知覚はより強く密接なものであろう。渓谷の緑の光や、トマトの葉先の露まで、こ
うした自然にかかわる体感には含まれているはずである。人間にとっての自然は、この
ような具体的な自然との交流によって身体化され、体感されうるものとなるのである。
いや、このような体感、あるいは身体化された知覚の総体こそが自然と呼ばれるものな
のかもしれない。 
 このように身体化され体感されるものとなっていない自然は、人間にとってリアルで
はなく、議論されていてもあまりに抽象的な概念や政治的スローガンになりやすい。自
然保護や環境保全の議論において、意外に見落とされているところかもしれない。環境
という語が、人間とその外側をとり囲む自然とをはっきり区分してしまう二分法の図式
を内包しているように、人間と自然とのかかわりを考えていこうとするとき、この視角
から気をつけねばならない陥穽はいくつもあるように思われる。もう一度、人間と自然
とのかかわり、とくに身体を通してのその交流を考えようとするとき、ここにとりあげ
た〈釣り〉や〈家庭菜園〉は、まだまだいろいろな問題を提起してくれるのではないだ
ろうか。 
